
とちぎ e スポーツ地域活性化実行委員会 総会 次第 

 

日時：令和６(2024)年５月 10 日(金) 14時 00 分～ 

会場：栃木県公館中会議室 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶  

 

３ 議事 

⑴  協議事項 

第１号議案 令和５年度事業報告について 

第２号議案 令和５年度収支決算報告について 

第３号議案 令和６年度事業計画（案）について 

第４号議案 令和６年度収支予算（案）について 

 ⑵ その他 

４ 閉会 
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（敬称略）

№ 実行委員会 機関・団体名及び役職 氏名 備考

1 会長 栃木県生活文化スポーツ部　部長 中村　和史

2 委員
一般社団法人eスポーツとちぎ 代表理事

木内 裕祐

3 委員 一般社団法人栃木県eスポーツ連合　事務局長 荒川　良太

※委員の記載は団体名の五十音順

とちぎeスポーツ地域活性化実行委員会名簿
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令和５年度事業報告 

（１） eスポーツ機運醸成事業

○ eスポーツ体験会

・一般向け（２回）

① 実施日 ：令和５年 11 月 11 日（土）

場 所 ：作新学院大学 

タイトル：ストリートファイター６

参加者数：506名 

② 実施日 ：令和５年 11 月 23 日（木）

場 所 ：リアンビレッジ矢板（とちぎフットボールセンター） 

タイトル：TEKKEN７

参加者数：選手 24名、観覧 29名 

・高齢者向け（５回）

① 実施日 ：令和５年 9 月 21 日（木）

場 所 ：箱森町東部公民館（栃木市） 

タイトル：ぷよぷよ e スポーツ、世界のアソビ大全 51、

   太鼓の達人、桃太郎電鉄 

参加者数：34 名 

② 実施日 ：令和５年 11 月 20 日（月）

場 所 ：つきみの杜にじいろ（さくら市） 

タイトル：世界のアソビ大全 51、太鼓の達人

桃太郎電鉄、グランツーリスモ 

参加者数：20 名 

③ 実施日：令和５年 11 月 24 日（金）

場 所：みんなのえんがわ「じゃあまたね」（小山市）

第１号議案 
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タイトル：世界のアソビ大全 51、太鼓の達人 

  桃太郎電鉄、グランツーリスモ 

参加者数：22 名 

 

④ 実施日：令和６年 1 月 26 日（金） 

場 所：足利メガソーラー東幸楽荘（足利市） 

タイトル：世界のアソビ大全 51、太鼓の達人 

桃太郎電鉄、グランツーリスモ 

参加者数：51 名 

 

⑤ 実施日：令和６年 1 月 31 日（水） 

場 所：栃木県シルバー大学校中央校（宇都宮市） 

タイトル：世界のアソビ大全 51、太鼓の達人 

桃太郎電鉄、グランツーリスモ 

参加者数：合計 93名（第 1部：34 名、第 2 部：59 名） 

 

（２） とちぎ e スポーツフェスタ事業 

    実施日：令和５年 12 月 17日（日） 

場 所：ライトキューブ宇都宮 

参加者数：約 8,000 名 

内 容：下記のとおり 

・Valorantとちぎ杯 

    ・e スポーツ体験会（ストリートファイター６、太鼓の達人、ぷよ 

ぷよ e スポーツ） 

・ゲームコスプレコンテスト 

    ・e スポーツ理解促進セミナー   

   【第 1 部】事業化を見据えたプロチーム運営 

 講師：株式会社 Reignite Entertainment Coo 二見 花香 氏 

アテナ機関 代表 おりぴぴ 氏 

【第 2 部】なぜ、いま、eSportsか？現代人のウェルビーングに向けて 

講師：国立筑波大学 助教 松井 崇 氏 
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収入の部

摘要

14,000,000 13,994,879 △ 5,121  栃木県負担金

1,000,000 1,144,000 144,000 (株)ベルモール 外５社

0 3 3  銀行利息

支出の部

摘要

1,500,000 3,085,500 1,585,500

12,500,000 11,276,744 △ 1,223,256

1,000,000 352,635 △ 647,365

収入決算額 15,138,882 円

支出決算額 14,714,879 円

残 額 424,003 円 （翌年度へ繰越）

138,88215,138,88215,000,000

△ 285,12114,714,87915,000,000

収入済額

令和5(2023)年度

科目

計

計

1

2

3 雑　収　入

協　賛　金

負　担　金

令和５年度収支決算報告

 事務局運営費

eスポーツ機運
醸成事業

とちぎeスポー
ツフェスタ事
業

1

2

その他3

 eスポーツ体験会に要
 する費用

 とちぎeスポーツフェ
スタの開催に要する
費用

予算額 支出済額 比較増減額

科目 予算額 比較増減額

第２号議案
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令和６年度事業計画 

１ 基本的な考え方 

  栃木県及び e スポーツ関係団体等の連携協力のもと、いちご一会とちぎ

国体・とちぎ大会文化プログラム「全国都道府県対抗 eスポーツ選手権 2022

ＴＯＣＨＩＧＩ」のレガシーを継承し、県内における e スポーツの土壌づ

くりに取り組み、eスポーツの特徴を活かし、イベント開催等を通じて若者

等の交流機会の創出や観光誘客、高齢者・障害者の社会参加など、eスポー

ツを活用した地域活性化や地域課題の解決に貢献していく。

２ 事業内容 

（１） eスポーツ機運醸成事業

・ eスポーツ体験会

・ eスポーツを活用したプログラミング講座

（２） とちぎ eスポーツフェスタ事業

・ eスポーツ競技大会や体験会

（３） その他

・上記事業のほか、目的を達成するために必要となる事業

第３号議案 

-7-



収入の部

摘要

0 424,003 424,003

14,000,000 13,500,000 △ 500,000  栃木県負担金

1,000,000 1,500,000 500,000

0 997 997  銀行利息

支出の部

摘要

1,500,000 1,500,000 0

12,500,000 13,000,000 500,000

1,000,000 925,000 △ 75,000

　

425,00015,425,00015,000,000

425,00015,425,00015,000,000

本年度

科目

計

計

1

2

4 雑　収　入

負　担　金

繰　越　金

3 協　賛　金

令和６年度収支予算

 事務局運営費

eスポーツ機運
醸成事業

とちぎeスポー
ツフェスタ事
業

1

2

その他3

 eスポーツ体験会に要
 する費用

 とちぎeスポーツフェ
 スタの開催に要する
 費用

前年度 本年度 比較増減額

科目 前年度 比較増減額

第４号議案
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とちぎｅスポーツ地域活性化実行委員会規約 

（名称） 

第１条 本会は、とちぎ e スポーツ地域活性化実行委員会（以下「実行委員会」という。）

と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、栃木県及びｅスポーツ関連団体の連携協力のもと、ｅスポーツ関連

事業の実施により、ｅスポーツの普及及び地域の活性化に資することを目的とする。 

（事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

(１) ｅスポーツに関するイベントの開催に関すること。

(２) ｅスポーツの理解促進や機運醸成に資する事業の実施に関すること。

(３) その他実行委員会の目的を達成するために必要な事業に関すること。

（組織） 

第４条 実行委員会は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 会長は、栃木県生活文化スポーツ部長をもって充てる。 

３ 委員は、別表第１に掲げる団体の長が指名する者をもって充てる。 

（役員の職務） 

第５条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 委員は、会長とともに実行委員会の会議（以下「総会」という。）に参加し、議決に参

与する。 

（任期） 

第６条 第４条第１項に定める実行委員会の構成員の任期は、実行委員会の設立の日から解

散する日までとする。 

２ 委員にあっては、前項の規定にかかわらず、就任時に属していた団体の所属でなくなっ

た場合は、その任期は、当該者が当該団体に所属していた日までとする。 

（報酬） 

第７条 会長及び委員は無報酬とする。 

（総会） 

第８条 総会は、必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

(１) 規約の制定及び改廃に関すること。

(２) 事業計画及び事業報告に関すること。

(３) 予算及び決算に関すること。

(４) 前３号に掲げるもののほか、会長が必要と認めた重要事項に関すること。

３ 総会は、会長及び委員（以下「委員等」という。）の過半数の出席がなければ開くこと

ができない。 
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４ 総会の議事は、出席した委員等の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

５ やむを得ない理由のため総会に出席することができない委員等は、書面又は代理人をも

って議決権を行使することができる。この場合において、前２項の規定の適用については、

総会に出席したものとみなす。 

６ 前各項の規定に関わらず、会長は、必要があると認めるときは、総会において審議すべ

き事項について、書面により委員等に可否を求め、総会の議決に代えることができる。 

（会長の専決処分） 

第９条 会長は、緊急を要する場合で総会を招集する暇がないと認めるとき又は総会の権限

に属する事項で簡易なものであるときは、これを専決処分することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会において報告し、その

承認を得なければならない。ただし、簡易なものについては、この限りでない。 

（事務局） 

第10条 実行委員会の事務を処理するため、栃木県生活文化スポーツ部スポーツ振興課内に

事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（監事） 

第11条 実行委員会に監事を置く。 

２ 監事は、栃木県生活文化スポーツ部県民協働推進課主幹兼課長補佐(総括)をもって充て

る。 

３ 監事は、実行委員会の会計を監査する。 

（会計） 

第12条 実行委員会の経費は、負担金、協賛金及びその他の収入をもって充てる。 

２ 実行委員会の会計処理は、会長が別に定めるもののほか、栃木県の財務処理に準じて行

う。 

３ 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31日に終わるものとする。 

（解散） 

第13条 実行委員会は、総会の議決により解散する。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議決を経て処分する。 

（補則） 

第14条 この規約に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。 

附 則 

１ この規約は、令和５年５月 19日から施行する。 

２ 実行委員会の設立時の会計年度は、第 1２条第３項の規定にかかわらず、実行委員会

の設立の日から翌年の３月 31日までとする。 

３ この規約は、実行委員会が解散した日に、その効力を失う。 
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別表第１（第４条関係） 

 

団 体 名 委員数 

一般社団法人ｅスポーツとちぎ １人 

一般社団法人栃木県ｅスポーツ連合 １人 
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